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う
つ
病
は
、
ど
ん
な
人
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
心
の
病
で
す
。
い
つ
も
前
向
き
で

ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
人
は「
ま
さ
か
自
分
が
か

か
る
は
ず
は
な
い
」と
思
っ
て
い
ま
す
し
、「
あ

の
人
に
限
っ
て
」と
思
う
人
も
周
囲
に
い
る

で
し
ょ
う
。

　

私
の
周
囲
で
も
、
い
つ
も
大
笑
い
の
愉
快

な
看
護
師
さ
ん
が
う
つ
病
に
な
っ
た
時
は
正

直
、
驚
き
ま
し
た
。
調
子
が
よ
く
、
悩
み
と

は
無
縁
の
人
の
よ
う
で
し
た
。
皆
の
中
心
で

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た

り（
精
神
科
で
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
で
す
）し
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
明
る
さ
や
元
気
は
、
周
囲
の
人
々

の
心
ま
で
楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
が
、
大
人

が
子
ど
も
の
よ
う
に
活
動
的
だ
と
、
命
が
続

か
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
人
は
、
子
ど
も
に
比
べ
て
、
関
わ
る

人
間
関
係
も
広
く
複
雑
で
、
扱
う
情
報
量
も

大
き
い
し
、
い
ざ
と
い
う
時
は
火
事
場
の
馬

鹿
力
も
必
要
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
い

つ
も
自
分
の
力
の
６
割
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
８

割
く
ら
い
ま
で
で
、
余
力
を
蓄
え
な
が
ら
、

決
め
ら
れ
た
仕
事
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
途
中
で
急
に
休
み
を
取
っ
た
り
し
て
、

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
責
任

感
も
あ
り
ま
す
。

　

性
格
的
に
、
過
活
動
に
な
り
や
す
い
の
は
、

こ
の
看
護
師
さ
ん
の
よ
う
な
人
ば
か
り
で
な

く
、
警
戒
心
が
強
く
、
い
つ
も
ア
ン
テ
ナ
が

四
方
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
人
も
、
失
敗
が

少
な
く
、
才
能
の
あ
る
人
た
ち
で
す
が
、
情

報
量
の
多
い
今
日
、
無
駄
に
疲
れ
る
こ
と
も

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
景
気
の
落
ち
込
み
で
、
仕
事
を

失
っ
た
り
、
な
か
な
か
仕
事
に
就
け
な
か
っ

た
り
も
あ
っ
て
、
職
場
で
は
過
重
な
労
働
を

避
け
ら
れ
な
い
状
況
も
普
通
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
ん
な
人
も
「
多
忙
」
と
い
う
ス
ト
レ

ス
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
う
つ
の
治
療
は
早
く
始
め
る
と
、
治

り
も
早
い
よ
う
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

利
用
す
る
と
、
さ
ら
に
早
く
良
く
な
る
よ
う

で
す
。

あ な た の 悩 み を
ご 相 談 く だ さ い

相談日：毎月最終月曜
時　間：14：00 ～ 17：00
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：臨床心理士　井田　博子
※要予約☎ 52 － 5852

■メンタルヘルス相談

氷川町の相談

相談日：希望に合わせて医師と調整
時　間：13：30 ～ 15：00
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：荒木幹太
　荒木医院／熊本労災病院心療内科医師
※要予約☎ 52 － 5852　

■心療内科医師相談

相談日：毎週月曜日
時　間：8：30 ～ 12：00
場　所：健康センター
相談員：保健師・管理栄養士
※事前に☎ 52 － 5852 まで
　お電話ください。

■健康相談

熊本県の相談窓口

　熊本いのちの電話
　☎096－353－4343
　24時間　年中無休

■精神的葛藤と苦悩に関す
　る相談

のの
ちち
を
守
る
③

う
つ
病
が
日
本
全
国
で
１
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た

さ
か
い
レ
デ
ィ
ス・メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
熊
本
市
）　

臨
床
心
理
士　

井
田　

博
子

いい

　熊本こころの電話
 （県精神保健福祉協会）
　☎096－285－6688
　10：00〜22：00　年中無休

■こころの悩み相談

　こころの健康相談
 （県精神保健福祉センター）
　☎096－356－3629
　9：00〜16：00　土日祝除く

■ひきこもり・精神障がい
　に関する相談

お問い合わせ先　健康福祉課　保健師　☎52−5852

3月 3日「耳の日」にあわせて、今回は「難聴」をテーマに特集します。
各年代で起こりやすい「難聴」を知り、お耳の健康について考えてみませんか？

【お問い合わせ先】　健康福祉課　保健師 ☎５２－５８５２(直通）

小児の難聴小児の難聴
　先天性の難聴は1,000人に1人程度と言われており、
小児にとって最も多い先天性疾患です。
耳からの情報に制約があるため、
●言語発達が遅れる
●コミュニケーションに障害をきたす
●情緒や社会性の発達に影響する
⇒早期発見、早期支援に繋がることがコミュニケーションや言
語発達に重要です。
　現在は熊本県内の産院で新生児聴覚スクリーニングが行われ
るところが多く、早期に発見されるケースが増えてきています。
　家庭でも音に対する反応はどうか見ていきましょう。気にな
ることがあれば、各健診のときなどにご相談ください。

突発性難聴突発性難聴
　突発性難聴とは、耳の病気を経験したことがない人が明らかな原因もなく、あると
き突然に通常一側の耳が聞こえなくなる病気を言います。一般に50～60代に多く、
男女差はありません。
　突発性難聴の原因は残念ながら分かっていませんが、おたふく風邪やはしかなど
のウイルス感染によるものや、内耳血管のけいれんや塞栓、血栓、出血などによる循
環障害の影響などが関係しているのではと言われています。
　突然耳が聞こえなくなる、耳鳴りや耳が詰まった感じ、めまい、吐き気などを生じ
ることがあります。
　突発性難聴では、精神的疲労感（ストレス）を感じていることが多く、心身共に安
静にして、ストレスを解消することが重要です。

老人性難聴老人性難聴 　耳の組織は部位により程度はあるものの、加齢に伴って委縮や変性をき
たします。
　一般的に両側の耳に同じように起こり、高い音の方がより聞き取りにくく
なる（例えば、男性より女性の声の方が聞き取りづらい）ことがあります。
　“サ行”“ハ行”“カ行”などいくつかの子音は高齢者で聴力が低下しや
すく、「7時（しちじ）」を「1時（いちじ）」と聞き間違えたりする現象が起
こってきます。
　言葉を聞きわける能力も加齢とともに低下し、会話の声は聞こえても、
内容が解らないこともあります。
　老人性難聴で言葉を聞き分ける力が低下することは、脳の老化とも密着
に関係しているようです。

「聞こえにくいかな？」と感じたら、一度耳鼻科の受診をお勧めします。
子どもさんの聞こえや言葉が気になったら、県の専門機関をご紹介いたしますので、健
康福祉課 保健師までお尋ねください。

参考資料：熊本大学医学部付属病院　鮫島靖弘医師、健康寿命ネット、難聴情報センター

難聴の理由

遺伝性
のもの
1/3

原因
不明
1/3

妊娠中の
感染など
1/3

●風しん・ヘルペスウィルスなどの感染
●早産（37週未満の出生）
●出生後の外傷、麻疹などの感染症

ストレス

？


